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策を中心とするプロジェクトについて，文化的多様性の観点から分析する。EU の謳う「多様
性の中の統合」という理念と，アイデンティティ構築のための施策が現実のヨーロッパ社会の




























層の EU への認識として理解する場合，さらには EU が 1 つの主体としての対外行動をとる際
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の EU 益の決定根拠としてアイデンティティを切り口にしている場合とがある。アイデンティ












合は，常に平均値より低いが，EU からの脱退が議論にのぼり始めた 2014 の調査では，春か
ら秋の間に 6 ポイントも数値を上げている  8）。また，2010 年春から 2014 年秋までの経年変化
を EU 加盟国全体で比べた数値でも，ほぼ 6 割前後が EU 市民であることを肯定的に捉えてお
















との相関関係はみられない。「自分を EU 市民と感じるか」という質問についての回答を 2010
年から比べてみてもほぼ六割前後で一定であるし，「自分をヨーロッパ人として認識するか」と
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いう質問についての 2014 年秋の回答を各国で比較しても，大きなマイナス傾向は見られな












ることを評価しますか？」という項目は EU への帰属意識に関わる「EU アイデンティティ」を
問うているように理解できる。しかし，例えば実際にはこの二つは区別して使用されているわ
けではない。例えば，帰属意識について問う，よく引き合いにだされる質問である，
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「ヨーロッパ人意識・アイデンティティ」とは区別すべきとした上で，欧州統合の発展と現在の


















EU アイデンティティ＝ EU への帰属意識，利益と目的，義務を負う意思の共有：UI






面  15），他者との関係の中で構築される側面と関わる重要な論点である。すなわち，EU 域外か
らの移民・難民への眼差し，あるいは彼らのアイデンティティのあり方にも関わる問題であ
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中核であるともいえる  16）。しかし，アイデンティティを構築することを目指した EC/EU の政
策は，「多様性の中の統合」という理念とセットになって，主に EU の「文化」政策の領域にお
いて扱われてきた。
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した，2 種類のアイデンティティと 3 つの観点から〈表 1〉のように整理して考えてみる。
ここからわかることは，EU が行うアイデンティティ政策のほとんどは，「ヨーロッパ・アイ
デンティティ」の構成要素に向けたものだとういうことである。ヨーロッパ地域全体，あるい
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EU アイデンティティを不確かなものとしているのである  26）。
EU の拡大と EU としての政策実施の深化は，EU アイデンティティの境界を広げ，内部の
多様性を増大させている。移民やイスラム教徒も含めて EU アイデンティティの主体になるべ
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Regional Integration and Identity: 
Strategy for “EU Identity”
Asaka SHOTAI
Abstract
As European integration develops an economic community into a political one, identity 
has come to be considered as a key concept for strengthening the European integration. 
Concerning identity, we should distinguish two types of identity, that is, “European identity” 
and “EU identity”. So far, EU policy aimed at building a common “European identity” has 
been designed to make people conceive a common consciousness of Europe, emphasizing the 
slogan “Unity in diversity”.
But in recent years, especially after the Euro crisis, there is a growing antipathy to the 
EU, because of a sudden increase in immigrants from outside Europe. Intolerance to others 
and discontent with common European policy are strengthening.
In such circumstances, “EU identity”, as well as “European identity”, should be 
reinforced. What is necessary now is to reconfirm the benefits that come from belonging to 
the EU, and to strengthen “EU identity”, from which comes a shared will to bear the 
responsibilities and burdens associated with that.
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